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本村南遺跡の概要
本村南遺跡I土、埼玉県入間郡三芳町大字竹間沢 684番地付近に広がる遺跡で、地形的には武蔵野台地北

東縁辺部に位置し、挟山丘陵から流れ出し武蔵野台地を開析して新河岸川に合流する柳瀬川中流域の左岸

古地上に広がる。縄士 ・弥生 中世にわたる遺跡で、これまで開発に先立ち 10箇所が調査されている.

ここで紹介する第 11地点は、携帯電話基地局鉄培建設に先立つ調査として、 2007(平成 19)年 四 月7

日-2008(平成20)年 l月 11日にかけて実施し、調査面積は僅か250ぽだったが 弥生時代の住居跡4

軒構(大溝) 1条が措見された。

4軒の住居跡は i号潜を挟んで南側に l軒 (4号住居瞬)、北刷に 3軒(J.2・3号住居時)が発見さ

れた.南側 l軒 (4号住居跡)は弥生時代中期に相当する住居跡であり、 f曹の北側からは弥生時代桂期的

住居跡3軒が提見された。構北側の3軒の住居跡は、し吋£れも遺物が少なく時期を決定しにくい樺相もあ

るが、1号住居跡と2骨住居跡は重視し、前接関係は2号住居が古く 、1号住居が新しいことが判明した.

I障は、長さ約 8.0mが調査されたに過ぎないが、確認面(ローム薗上面)で幅約 2.65m--3.30mをはか

り、確認面から底面までは深さ約 L50m.........J.60m、底面は幅0.15--0.2601と極めて幅が狭い、断面がほぼ

V宇状の大溝で、覆土からは上中位層から大量の土器平川原石等が投げ捨てられたような状態で発見され

たこの土器的機相から、 t曹の廃絶時期は弥生後期末と判断された。また、 構の形成された時期について

は 上中位層からの土器以外には検出がなく 判定はできなかった個性格については 閥査範聞が限定さ

れていたため判定しがたし、が、環濠の可能性も否定できない。集落の広がりなど周辺調査を進的、結論を

得たし、.なお、 溝は開発側と協議し 破壊することなく埋土保存された。

遺構名 寸 法 概要特記事項

長軸 N-33-W 隅丸のほぼ方形、小型住居跡。床面は全面貼床

l号住居跡 規模長軸3.40111、短軸 3.38m で締まりはあるが、北側壁付近が軟弱であった。

深さ確認面から深さ O.20.......0.24m 牛菩掘り機の掘削により、床面白撹乱がひどく

保存状態は良くなかった。

畏軸 N-48-W 隅丸のほぼ方形、小型住居師，床面は軟弱.貼

2号住居跡 規模長軸4.0111、短軸3.95m 床は認められない。牛帯堀り機の掘削により 、

深さ 確認面から採さ 0.12-0.21m 床面の撹乱がひどく保存状態は良くなかった.

長軸 N-37-W 北東側は調査区外、南東側は道路境界ブロック

3号住居跡 規模長軸 3.74m、短軸 3.26m 塀工事により撹乱されており、全容が確認でき

(確認された範囲) なかったが、炉の位置から推定し、大型の住居

深さ 確認面から深さ 0.18-0.24m と里、われる.牛菩掘り惜の掘削により 席面的

撹乱がひどく保存状態は良くなかったa

長軸 N-68-W 東側は道路境界プロック塀工事により撹乱、西

4号住居跡 規模長軸推定 3.80m.短軸 3，78m 側は調査区外にかかり完掘はできなかった。炉

深さ 確認面から深さ 0.2口.........0.24111 の位置から、西側には約 1-....2mの広がりをもっ

と考えられる。床は全体に軟弱であったが、全

面貼り床で、二重に掘込みが確認された.炉付

近から南剛にかけて掘込みが深い.

幅 約2.65--3.30m(確認面) 断面がほぼV字状の大溝で、覆土からは、上中

1号潜 底面幅O.15........0.26m 位層から大量的土器や川原石帯が投げ捨てられ

探さ約 1.50........1.60m たような状態で尭見された。 溝は中位までは比

長さ 的 8.0m(確認された範囲) 較的早く埋まり、掘り返し等の披跡はなく、中

位より上部は土器や川原石等を大量に廃棄され

ながら比較的短期間に埋め戻されている。



本村南遺跡事 11地点全体図
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本村南遺跡位置図
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1号住居跡

1号住居跡 (手前)・2号住居跡 (奥)(北東恒肋、ら)

1号住居跡飼査風景(東側から)
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1号住居跡調査風畢

1号住居跡土器出土状況 (床面)と

復元された土器(上)(S=1/3) 

l号住居跡炉検出状況 1号住居跡炉内土器出土状況

1号住居跡炉問出土土器 (S=1/3)

(耕作土より数点が出土し、接合された)
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2号住居跡

2号住居跡 (右側が 1号住居跡)(東側から)

G 

，、・i~ ， 

2号住居跡胴査風景

(南西側から)



2号住居跡出土土器(破片)($01/2) 
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2-3 

2-4 

2号住居跡炉検出状況

2-1 炉内出土土器 ($0113)

炉白状態と炉内土器出土状況

く土器の拡大写真>

2-1 口縁貼付痕

2-2 縄目痕 2-4 量痕
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3号住居跡

3号住居跡 (車側から)

3号住居跡炉横出状況
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3号住居跡出土土器 ($=1(2)
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4号住居跡

4号住居跡

(北側から)

4号住居跡土器出土状況

4号住居跡根方完掘状況 (北東側から)

4号住居跡出土土器 ($=1(3) 

4-1 

4-2 
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1号溝

1号溝 (北側ヵ、ら)

1号溝土層断面

1号溝 (東側から)
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l号1樟の遺物は、1曹の上中位層からまとまって検出されL 土器は、構に投げ込まれたような状況で発見さ
れ、また、下の写真にあるように僕等も同時に投げ込まれたらしく、土器と共に大量に検出されたe

!の台付曹は、検出された土器の中でもほぼ完形に復元されたものである。他の土器片は、完形に

復元できたものは少なかったが、1i'1れロ等には磨耗痕が少なく、廃棄の際に割れたものが多いと推定

される。

1号，膏から検出された古付費と復元された古付費
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1号溝遺物出土状況
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〈土器の鉱大写真 ・1>

口縁から網部

桐部付近(内面)

台付脚部

く土器の拡大写真.2>

口縁から腕部

※2の口緑だが、縫合高が少怠〈釆

複合

胴部付近 胴部付近(向面)

3 4 5 

1号溝出土土器 (S=I/3)
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1号溝出土土器 (7-17，S=1/3φ18-25， S=I/2) 

15 



周辺の遺跡
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10ヶ岡 2酋 3北野 4川崎 5，、ヶ 6上福岡貝塚 7継現山 8滝 9畏宮 10松山 11電線 12伊佐島 13上肉出
14宮廻 15西渡戸 16鍛治海戸 17稲荷前 18m海道 19稲荷久保北 20稲荷久保荷 21東久保 22江川東
23舗ヶ舞 24亀居 25江川南 16東久保西 21亀久保堀 28束中学級西 29東久保南 30扇ノ原 31'伝村
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• 

32夫弁氏館跡 33小図久保 34宮前 35中東 36西台 31大弁戸上 38東台 39上沢 40'1'沢前 41中沢 42外12塚
43神明後 44奇聞東久保 45浄御寺 46i!室戸旧東護戸 48薬師前 49貝緩山 50羽沢 51大谷 52山室谷
53山室 54羽沢前田平縁日宮脇町黒貝戸 58宿 59!時戸 60山形田谷海 63権平沢 64浅間後 65藤久保東
66藤久保東第二 61藤久保東第三 68俣笠 69本目 10八ヶよ 11新図 12御庵 13山崎 14打紐 15節沢 16関沢
11三芳唐沢 18爾新釜 19商止 80新聞第二 81新聞 82北原 83北原第二 84松ノ木 85松山 86氷川前
81水子良線 88夜前回観昔前田神明 91]裏台 91正絹 93iE網衛 94栗谷ツ 95別所 96~t温 91南通田北側
99本村北 100本村南 101吉井戸山 102生出窪北 103生出湿 104生出窪南 105通酉 106西上 107EJ>館出
108減 109下宿肉山 110頭戸 111新聞 112西原大啄 113新邸 114中道 115械山 116ゆ野川7般歳図氏館飾
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